
  
 

29 議案第 7号 使用料及び手数料条例等の一部を改正する条例の制定について 

議
案
第
七
号 

 
 

 
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
□ 

 
 

令
和
六
年
九
月
十
一
日
提
出 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 
 

 

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

□
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
□ 

第
一
条 

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
□
昭
和
三
十
一
年
千
葉
県
条
例
第
六
号
□
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
□ 

 
 

別
表
第
二
千
葉
県
漁
港
管
理
条
例
□
昭
和
三
十
五
年
千
葉
県
条
例
第
十
七
号
□
に
基
づ
く
も
の
の
項

の
摘
要
第
一
号
中
□
一
ト
ン
□
の
下
に
□
□
一
メ
□
ト
ル
□
を
加
え
□
同
表
千
葉
県
港
湾
管
理
条
例

□
昭
和
五
十
一
年
千
葉
県
条
例
第
四
十
五
号
□
に
基
づ
く
も
の
の
項
の
摘
要
中
第
十
二
号
を
削
り
□
第

十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
□
同
項
の
摘
要
第
十
号
中
□
摘
要
の
九
□
を
□
前
号
□
に
□
□
同
九
□
を

□
同
号
□
に
改
め
□
同
号
を
同
項
の
摘
要
第
十
一
号
と
し
□
同
項
の
摘
要
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
□

第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
□
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
□ 

 
 

 

五 

一
月
を
単
位
と
す
る
場
合
に
お
い
て
□
使
用
を
開
始
す
る
日
が
月
の
初
日
で
な
い
と
き
又
は

使
用
を
終
了
す
る
日
が
月
の
末
日
で
な
い
と
き
に
お
け
る
当
該
月
の
使
用
料
□
港
湾
施
設
用
地

占
用
料
及
び
船
橋
ボ
□
ト
パ
□
ク
使
用
料
に
限
る
□
□
は
□
第
三
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
□

日
割
計
算
と
す
る
□ 

第
二
条 

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
□ 

 
 

別
表
第
一
海
岸
法
□
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
□
に
基
づ
く
も
の
の
項
の
摘
要
中
第
四
号
を
第

五
号
と
し
□
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
□
同
項
の
摘
要
に
第
一
号
と
し
て
次
の

一
号
を
加
え
る
□ 

 
 

 

一 

占
用
の
期
間
が
一
月
未
満
の
場
合
に
お
け
る
海
岸
保
全
区
域
等
占
用
料
に
つ
い
て
は
□
こ
の

表
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
額
に
百
分
の
百
十
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
□ 

 
 

別
表
第
一
河
川
法
□
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
□
に
基
づ
く
も
の
の
項
の
摘
要
中
第
七
号

を
第
八
号
と
し
□
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
□
同
項
の
摘
要
に
第
一
号
と
し
て

次
の
一
号
を
加
え
る
□ 

 
 

 

一 

占
用
の
期
間
が
一
月
未
満
の
場
合
に
お
け
る
土
地
占
用
料
に
つ
い
て
は
□
こ
の
表
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
額
に
百
分
の
百
十
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
□ 

 
 

別
表
第
一
行
政
財
産
□
こ
の
表
に
お
い
て
他
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
□
□
の
項
の
摘
要
第
一
号
中



 

 
 

30 議案第 7号 使用料及び手数料条例等の一部を改正する条例の制定について 

□
一
月
未
満
の
□
の
下
に
□
場
合
又
は
駐
車
場
そ
の
他
の
施
設
の
利
用
に
伴
つ
て
土
地
が
使
用
さ
れ
る

場
合
に
お
け
る
□
を
加
え
□
同
表
国
土
交
通
省
所
管
公
共
用
財
産
の
項
の
摘
要
中
第
五
号
を
第
六
号
と

し
□
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
□
同
項
の
摘
要
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を

加
え
る
□ 

 
 

 

一 

使
用
の
期
間
が
一
月
未
満
の
場
合
に
お
け
る
公
共
用
財
産
使
用
料
に
つ
い
て
は
□
こ
の
表
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
額
に
百
分
の
百
十
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
□ 

 
 

別
表
第
二
千
葉
県
漁
港
管
理
条
例
□
昭
和
三
十
五
年
千
葉
県
条
例
第
十
七
号
□
に
基
づ
く
も
の
の
項

漁
港
施
設
使
用
料
の
目
中
□
二
十
二
円
□
使
用
期
間
が
一
月
以
上
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
□
二
十

円
□
□
を
□
二
十
円
□
に
□
□
四
十
四
円
□
使
用
期
間
が
一
月
以
上
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
□
四
十

円
□
□
を
□
四
十
円
□
に
改
め
□
同
項
の
摘
要
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
□
第
二
号
を
第
三
号
と
し
□

第
一
号
を
第
二
号
と
し
□
同
項
の
摘
要
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
□ 

 
 

 

一 

使
用
期
間
又
は
占
用
期
間
が
一
月
未
満
の
場
合
に
お
け
る
漁
港
施
設
使
用
料
□
泊
地
に
係
る

も
の
に
限
る
□
□
又
は
漁
港
施
設
占
用
料
に
つ
い
て
は
□
こ
の
表
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

出
し
た
額
に
百
分
の
百
十
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
□ 

 
 

別
表
第
二
千
葉
県
港
湾
管
理
条
例
□
昭
和
五
十
一
年
千
葉
県
条
例
第
四
十
五
号
□
に
基
づ
く
も
の
の

項
の
摘
要
中
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と
し
□
第
六
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
□
同

項
の
摘
要
第
五
号
中
□
第
三
号
□
を
□
第
四
号
□
に
改
め
□
同
号
を
同
項
の
摘
要
第
六
号
と
し
□
同
項

の
摘
要
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
□
第
三
号
を
第
四
号
と
し
□
第
二
号
を
第
三
号
と
し
□
第
一
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
□ 

 
 

 

二 

使
用
期
間
が
一
月
未
満
の
場
合
に
お
け
る
港
湾
施
設
用
地
占
用
料
に
つ
い
て
は
□
こ
の
表
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
額
に
百
分
の
百
十
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
□ 

 
 

別
表
第
二
千
葉
県
立
都
市
公
園
条
例
□
昭
和
三
十
五
年
千
葉
県
条
例
第
十
四
号
□
に
基
づ
く
も
の
の

項
の
摘
要
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
□
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
□
同
項
の
摘

要
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
□ 

 
 

 

一 

占
用
又
は
設
置
の
期
間
が
一
月
未
満
の
場
合
に
お
け
る
都
市
公
園
占
用
料
又
は
都
市
公
園
使

用
料
□
公
園
施
設
を
設
置
す
る
場
合
に
係
る
も
の
に
限
る
□
□
に
つ
い
て
は
□
こ
の
表
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
額
に
百
分
の
百
十
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
□ 

 

□
千
葉
県
漁
港
管
理
条
例
の
一
部
改
正
□ 

第
三
条 

千
葉
県
漁
港
管
理
条
例
□
昭
和
三
十
五
年
千
葉
県
条
例
第
十
七
号
□
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
□ 

 
 

別
表
の
備
考
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
□
第
二
号
を
第
三
号
と
し
□
第
一
号
を
第
二
号
と
し
□
同
表

の
備
考
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
□ 

 
 

 

一 

占
用
の
期
間
が
一
月
未
満
の
場
合
に
お
け
る
占
用
料
に
つ
い
て
は
□
こ
の
表
の
定
め
る
と
こ



  
 

31 議案第 7号 使用料及び手数料条例等の一部を改正する条例の制定について 

ろ
に
よ
り
算
出
し
た
額
に
百
分
の
百
十
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
□ 

 
□
千
葉
県
港
湾
管
理
条
例
の
一
部
改
正
□ 

第
四
条 
千
葉
県
港
湾
管
理
条
例
□
昭
和
五
十
一
年
千
葉
県
条
例
第
四
十
五
号
□
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
□ 

 
 

別
表
第
一
の
備
考
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
□
第
二
号
を
第
三
号
と
し
□
第
一
号
を
第
二
号
と
し
□

同
表
の
備
考
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
□ 

 
 

 

一 

占
用
の
期
間
が
一
月
未
満
の
場
合
に
お
け
る
占
用
料
□
公
共
空
地
に
係
る
も
の
に
限
る
□
□

に
つ
い
て
は
□
こ
の
表
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
額
に
百
分
の
百
十
を
乗
じ
て
得
た

額
と
す
る
□ 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
□
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
□
た
だ
し
□
第
一
条
中
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例

別
表
第
二
千
葉
県
港
湾
管
理
条
例
□
昭
和
五
十
一
年
千
葉
県
条
例
第
四
十
五
号
□
に
基
づ
く
も
の
の
項
の

改
正
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
□
同
条
中
同
表
千
葉
県
漁
港
管
理
条
例
□
昭
和
三
十
五
年
千
葉
県
条
例
第
十

七
号
□
に
基
づ
く
も
の
の
項
の
改
正
規
定
は
令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
□ 

 



  
 

議案議案第 8 号 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び 
        特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について第 56 号 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用

等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例及び 

32 

議
案
第
八
号 

 
 

 
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人

番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定

す
る
□ 

 
 

令
和
六
年
九
月
十
一
日
提
出 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 
 

 

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人

番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
□
平
成
二
十
七
年
千
葉
県
条
例
第
六
十
二
号
□

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
□ 

 

別
表
第
一
第
一
号
中
□
進
学
準
備
給
付
金
□
を
□
進
学
・
就
職
準
備
給
付
金
□
に
改
め
る
□ 

 

別
表
第
二
第
二
号
及
び
第
三
号
中
□
進
学
準
備
給
付
金
□
を
□
進
学
・
就
職
準
備
給
付
金
□
に
改
め

る
□ 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
□
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
□ 



 
 

 
 

33 議案第 9号 児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例の制定について 
 

議
案
第
九
号 

 
 

 
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の

よ
う
に
制
定
す
る
□ 

 
 

令
和
六
年
九
月
十
一
日
提
出 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 
 

 

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例 

 

□
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
□ 

第
一
条 

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
□
平
成
二
十
四
年
千
葉
県
条

例
第
八
十
五
号
□
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
□ 

 

第
四
十
七
条
第
二
項
中
□
二
十
人
□
を
□
十
五
人
□
に
□
□
三
十
人
□
を
□
二
十
五
人
□
に
改
め

る
□ 

 

□
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
要
件
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
□ 

第
二
条 

認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
要
件
を
定
め
る
条
例
□
平
成
十
八
年
千
葉
県
条
例
第
六
十
四
号
□
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
□ 

 
 

別
表
職
員
配
置
の
項
基
準
の
欄
第
一
号
中
□
二
十
人
□
を
□
十
五
人
□
に
□
□
三
十
人
□
を
□
二
十

五
人
□
に
改
め
る
□ 

 

□
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
学
級
の
編
制
□
職
員
□
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正
□ 

第
三
条 

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
学
級
の
編
制
□
職
員
□
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
□
平
成
二
十
六
年
千
葉
県
条
例
第
四
十
一
号
□
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
□ 

 
 

第
六
条
第
三
項
の
表
中
□
三
十
人
□
を
□
二
十
五
人
□
に
□
□
二
十
人
□
を
□
十
五
人
□
に
改
め

る
□ 

 
 

第
十
四
条
第
一
項
の
表
第
十
三
条
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
□ 

第
十
三
条

第
一
項 

利
用
者
に
対
す
る
支
援
の
提
供 

園
児
の
教
育
及
び
保
育
□
満
三
歳
未
満
の
園

児

に

つ

い
て

は

□

そ

の

保

育

□

以
下

同

じ
□
□ 

 

及
び 

並
び
に 

 
 

 

附 

則 
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□
施
行
期
日
□ 

１ 
こ
の
条
例
は
□
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
□ 

 

□
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
□ 

２ 

保
育
士
及
び
保
育
従
事
者
の
配
置
の
状
況
に
鑑
み
□
保
育
の
提
供
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る

と
き
は
□
当
分
の
間
□
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
は
□
適
用
し
な
い
□
こ
の
場
合
に
お
い
て
□
第
一
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
第
四
十
七

条
第
二
項
の
規
定
は
□
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
も
□
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
□ 

 

□
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
要
件
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
□ 

３ 

子
ど
も
に
対
す
る
教
育
及
び
保
育
に
従
事
す
る
者
の
配
置
の
状
況
に
鑑
み
□
教
育
及
び
保
育
の
提
供

に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
□
当
分
の
間
□
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
認
定
こ
ど

も
園
の
認
定
の
要
件
を
定
め
る
条
例
別
表
職
員
配
置
の
項
基
準
の
欄
第
一
号
の
規
定
は
□
適
用
し
な

い
□
こ
の
場
合
に
お
い
て
□
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
要
件
を
定
め

る
条
例
別
表
職
員
配
置
の
項
基
準
の
欄
第
一
号
の
規
定
は
□
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て

も
□
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
□ 

 

□
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
学
級
の
編
制
□
職
員
□
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
□ 

４ 

園
児
の
教
育
及
び
保
育
に
直
接
従
事
す
る
職
員
の
配
置
の
状
況
に
鑑
み
□
教
育
及
び
保
育
の
提
供
に

支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
□
当
分
の
間
□
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
の
学
級
の
編
制
□
職
員
□
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
第
六
条
第
三

項
の
規
定
は
□
適
用
し
な
い
□
こ
の
場
合
に
お
い
て
□
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
の
学
級
の
編
制
□
職
員
□
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
第
六
条
第
三

項
の
規
定
は
□
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
も
□
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
□ 
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議
案
第
十
号 

 
 

 
千
葉
県
医
師
修
学
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

千
葉
県
医
師
修
学
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
□ 

 
 

令
和
六
年
九
月
十
一
日
提
出 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 
 

 

千
葉
県
医
師
修
学
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

千
葉
県
医
師
修
学
資
金
貸
付
条
例
□
平
成
二
十
年
千
葉
県
条
例
第
四
十
五
号
□
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
□ 

 

附
則
第
二
項
中
□
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
□
を
□
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
□
に
改
め
る
□ 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
□
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
□ 
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議
案
第
十
一
号 

 
 

 
県
が
設
置
す
る
専
用
水
道
の
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め
る
条
例
及
び
県

営
水
道
事
業
の
布
設
工
事
並
び
に
布
設
工
事
監
督
者
及
び
水
道
技
術
管
理
者
の

資
格
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

県
が
設
置
す
る
専
用
水
道
の
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め
る
条
例
及
び
県
営
水
道
事
業
の
布
設
工

事
並
び
に
布
設
工
事
監
督
者
及
び
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

次
の
よ
う
に
制
定
す
る
□ 

 
 

令
和
六
年
九
月
十
一
日
提
出 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 
 

 

県
が
設
置
す
る
専
用
水
道
の
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め
る
条
例
及
び
県

営
水
道
事
業
の
布
設
工
事
並
び
に
布
設
工
事
監
督
者
及
び
水
道
技
術
管
理
者
の

資
格
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

□
県
が
設
置
す
る
専
用
水
道
の
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
□ 

第
一
条 

県
が
設
置
す
る
専
用
水
道
の
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め
る
条
例
□
平
成
二
十
四
年
千
葉

県
条
例
第
九
十
四
号
□
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
□ 

 

第
三
条
第
一
項
第
十
二
号
中
□
厚
生
労
働
大
臣
□
を
□
国
土
交
通
大
臣
及
び
環
境
大
臣
□
に
改
め

る
□ 

第
二
条 

県
が
設
置
す
る
専
用
水
道
の
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
□ 

 
 

第
二
条
中
□
法
□
□
を
□
法
及
び
□
に
改
め
□
□
及
び
水
道
法
施
行
規
則
□
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省

令
第
四
十
五
号
□
以
下
□
省
令
□
と
い
う
□
□
□
を
削
る
□ 

 

第
三
条
第
一
項
第
一
号
中
□
の
土
木
工
学
科
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
課
程
に
お
い
て
衛
生
工
学

若
し
く
は
水
道
工
学
に
関
す
る
学
科
目
を
修
め
て
卒
業
し
た
後
□
□
を
削
り
□
□
お
い
て
土
木
工
学
科

若
し
く
は
□
を
□
お
い
て
土
木
工
学
科
又
は
□
に
□
□
□
二
年
□
を
□
□
三
年
□
に
改
め
□
同
項
中
第

二
号
を
削
り
□
第
三
号
を
第
二
号
と
し
□
第
四
号
を
第
三
号
と
し
□
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
削

り
□
同
項
第
八
号
中
□
第
一
号
□
第
三
号
又
は
第
四
号
□
を
□
前
各
号
□
に
改
め
□
□
土
木
工
学
以
外

の
□
を
削
り
□
□
に
関
す
る
学
科
目
□
を
□
の
課
程
□
に
□
□
学
科
目
を
□
を
□
課
程
□
土
木
工
学
科

及
び
土
木
科
並
び
に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課
程
を
除
く
□
□
を
□
に
□
□
第
三
号
に
□
を
□
第
二
号

に
□
に
□
□
□
第
四
号
□
を
□
□
前
号
□
に
改
め
□
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
□
同
項
中
第
九
号
を
第

五
号
と
し
□
第
十
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
削
り
□
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
□ 

六 

前
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
技
能
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
し
て
規
則
で
定
め
る
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者 

 
 

第
三
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
□ 

２ 
一
日
最
大
給
水
量
が
一
万
立
方
メ
□
ト
ル
以
下
で
あ
る
専
用
水
道
に
つ
い
て
の
前
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
□
同
項
第
一
号
中
□
三
年
以
上
□
と
あ
る
の
は
□
一
年
六
月
以
上
□
と
□
同
項
第
二

号
中
□
五
年
以
上
□
と
あ
る
の
は
□
二
年
六
月
以
上
□
と
□
同
項
第
三
号
中
□
七
年
以
上
□
と
あ
る

の
は
□
三
年
六
月
以
上
□
と
□
同
項
第
四
号
中
□
四
年
以
上
□
と
あ
る
の
は
□
二
年
以
上
□
と
□

□
六
年
以
上
□
と
あ
る
の
は
□
三
年
以
上
□
と
□
□
八
年
以
上
□
と
あ
る
の
は
□
四
年
以
上
□
と
□

同
項
第
五
号
中
□
十
年
以
上
□
と
あ
る
の
は
□
五
年
以
上
□
と
す
る
□ 

 
 

附
則
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
り
□
附
則
第
一
項
の
見
出
し
及
び
項
番
号
を
削
る
□ 

 

□
県
営
水
道
事
業
の
布
設
工
事
並
び
に
布
設
工
事
監
督
者
及
び
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正
□ 

第
三
条 

県
営
水
道
事
業
の
布
設
工
事
並
び
に
布
設
工
事
監
督
者
及
び
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め

る
条
例
□
平
成
二
十
四
年
千
葉
県
条
例
第
九
十
五
号
□
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
□ 

 
 

第
五
条
第
六
号
中
□
厚
生
労
働
大
臣
□
を
□
国
土
交
通
大
臣
及
び
環
境
大
臣
□
に
改
め
る
□ 

第
四
条 

県
営
水
道
事
業
の
布
設
工
事
並
び
に
布
設
工
事
監
督
者
及
び
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
□ 

 

第
二
条
中
□
法
□
□
を
□
法
及
び
□
に
改
め
□
□
及
び
水
道
法
施
行
規
則
□
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省

令
第
四
十
五
号
□
以
下
□
省
令
□
と
い
う
□
□
□
を
削
る
□ 

 

第
四
条
第
一
号
中
□
の
土
木
工
学
科
□
を
□
に
お
い
て
土
木
工
学
科
□
に
改
め
□
□
に
お
い
て
衛
生

工
学
又
は
水
道
工
学
に
関
す
る
学
科
目
□
を
削
り
□
□
二
年
以
上
水
道
□
を
□
三
年
以
上
水
道
□
工
業

用
水
道
□
下
水
道
□
道
路
又
は
河
川
□
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
□
水
道
等
□
と
い
う
□
□
□
に
改
め
□

□
者
□
の
下
に
□
□
一
年
六
月
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に

限
る
□
□
□
を
加
え
□
同
条
第
二
号
中
□
の
土
木
工
学
科
又
は
こ
れ
□
を
□
に
お
い
て
機
械
工
学
科
若

し
く
は
電
気
工
学
科
又
は
こ
れ
ら
□
に
改
め
□
□
に
お
い
て
衛
生
工
学
及
び
水
道
工
学
に
関
す
る
学
科

目
以
外
の
学
科
目
□
を
削
り
□
□
三
年
以
上
水
道
□
を
□
四
年
以
上
水
道
等
□
に
改
め
□
□
者
□
の
下

に
□
□
二
年
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に
限
る
□
□
□
を
加

え
□
同
条
第
三
号
中
□
高
等
専
門
学
校
□
の
下
に
□
□
次
号
に
お
い
て
□
短
期
大
学
等
□
と
い

う
□
□
□
を
□
□
修
了
し
た
後
□
の
下
に
□
□
次
号
に
お
い
て
同
じ
□
□
を
加
え
□
□
水
道
□
を
□
水

道
等
□
に
改
め
□
□
者
□
の
下
に
□
□
二
年
六
月
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経

験
を
有
す
る
者
に
限
る
□
□
□
を
加
え
□
同
条
第
六
号
及
び
第
七
号
を
削
り
□
同
条
第
五
号
中
□
水

道
□
を
□
水
道
等
□
に
改
め
□
□
者
□
の
下
に
□
□
五
年
以
上
水
道
の
工
事
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務

に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に
限
る
□
□
□
を
加
え
□
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
□
同
条
第
四
号
中

□
中
等
教
育
学
校
□
の
下
に
□
□
次
号
に
お
い
て
□
高
等
学
校
等
□
と
い
う
□
□
□
を
加
え
□
□
水



 

 
 

議案第 11 号 県が設置する専用水道の水道技術管理者の資格を定める条例及び県営水道事業の布設工事並びに布設工事監督者及び水道技術管理者の 
資格を定める条例の一部を改正する条例の制定について 38 

道
□
を
□
水
道
等
□
に
改
め
□
□
者
□
の
下
に
□
□
三
年
六
月
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に

従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に
限
る
□
□
□
を
加
え
□
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
□
同
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
□ 

 

六 

高
等
学
校
等
に
お
い
て
機
械
科
若
し
く
は
電
気
科
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒

業
し
た
後
□
八
年
以
上
水
道
等
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
□
四
年

以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に
限
る
□
□ 

 

第
四
条
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
□ 

 

四 

短
期
大
学
等
に
お
い
て
機
械
科
若
し
く
は
電
気
科
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒

業
し
た
後
□
六
年
以
上
水
道
等
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
□
三
年

以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に
限
る
□
□ 

 

第
四
条
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
□ 

 

八 

前
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
技
能
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
し
て
管
理
規
程
で
定

め
る
者 

 

第
五
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
□ 

 

一 

前
条
第
一
号
□
第
三
号
又
は
第
五
号
に
規
定
す
る
学
校
に
お
い
て
土
木
工
学
科
若
し
く
は
土
木

科
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
後
□
学
校
教
育
法
に
よ
る
専
門
職
大
学
の

前
期
課
程
に
あ
□
て
は
□
修
了
し
た
後
□
□
同
条
第
一
号
に
規
定
す
る
学
校
を
卒
業
し
た
者
に
つ

い
て
は
三
年
以
上
□
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る
学
校
を
卒
業
し
た
者
□
同
法
に
よ
る
専
門
職
大
学

の
前
期
課
程
に
あ
□
て
は
□
修
了
し
た
者
□
に
つ
い
て
は
五
年
以
上
□
同
条
第
五
号
に
規
定
す
る

学
校
を
卒
業
し
た
者
に
つ
い
て
は
七
年
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を

有
す
る
者 

第
五
条
第
二
号
中
□
又
は
第
四
号
□
を
□
又
は
第
五
号
□
に
改
め
□
□
土
木
工
学
以
外
の
□
を
削

り
□
□
に
関
す
る
学
科
目
□
を
□
の
課
程
□
に
□
□
学
科
目
を
□
を
□
課
程
□
土
木
工
学
科
及
び
土
木

科
並
び
に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課
程
を
除
く
□
□
を
□
に
□
□
同
条
第
四
号
□
を
□
同
条
第
五
号
□
に

改
め
□
同
条
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
□ 

四 

前
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
技
能
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
し
て
管
理
規
程
で
定

め
る
者 

 
 

第
五
条
第
五
号
及
び
第
六
号
を
削
る
□ 

 
 

 

附 

則 

□
施
行
期
日
□ 

１ 

こ
の
条
例
は
□
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
□
た
だ
し
□
第
一
条
及
び
第
三
条
の
規
定
並
び

に
次
項
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定
は
□
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
□ 

 

□
県
が
設
置
す
る
専
用
水
道
の
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
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置
□ 

２ 
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
県
が
設
置
す

る
専
用
水
道
の
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め
る
条
例
第
三
条
第
一
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
講
習

の
課
程
を
修
了
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
□
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
□
改
正
後
の
県
が

設
置
す
る
専
用
水
道
の
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め
る
条
例
第
三
条
第
一
項
第
十
二
号
に
規
定
す

る
者
と
み
な
す
□ 

 

□
県
営
水
道
事
業
の
布
設
工
事
並
び
に
布
設
工
事
監
督
者
及
び
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
□ 

３ 

附
則
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
県
営

水
道
事
業
の
布
設
工
事
並
び
に
布
設
工
事
監
督
者
及
び
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め
る
条
例
第
五

条
第
六
号
に
規
定
す
る
講
習
の
課
程
を
修
了
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
□
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
は
□
改
正
後
の
県
営
水
道
事
業
の
布
設
工
事
並
び
に
布
設
工
事
監
督
者
及
び
水
道
技
術
管
理
者

の
資
格
を
定
め
る
条
例
第
五
条
第
六
号
に
規
定
す
る
者
と
み
な
す
□ 
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議
案
第
十
二
号 

 
 

 
千
葉
県
中
小
企
業
融
資
損
失
て
ん
補
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に 

 
 

 

つ
い
て 

 

千
葉
県
中
小
企
業
融
資
損
失
て
ん
補
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
□ 

 
 

令
和
六
年
九
月
十
一
日
提
出 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 
 

 

千
葉
県
中
小
企
業
融
資
損
失
て
ん
補
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

千
葉
県
中
小
企
業
融
資
損
失
て
ん
補
条
例
□
昭
和
四
十
一
年
千
葉
県
条
例
第
四
十
一
号
□
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
□ 

 

第
二
条
第
二
項
第
四
号
中
□
第
二
条
第
二
十
九
項
第
一
号
□
を
□
第
二
条
第
三
十
一
項
第
一
号
□
に
改

め
る
□ 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
□
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
□ 

                

 


